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６）熊本県内における放射能調査（平成 28 年度） 

 

北岡宏道  上野一憲  古澤尚英＊ 宮本 俊＊  

 

 

は じ め に 

 熊本県では平成元年度から科学技術庁（現原子力規

制庁）の委託を受け環境放射能水準調査（以下「放射

能調査」）を実施している 1)。平成 28 年度の調査結果

を取りまとめたので報告する。 

  

調 査 方 法 

調査項目及び測定方法は「放射能水準調査委託実施

計画書（平成 28 年度）」及び既報 1)に基づいた。測定

装置は次のとおりである。モニタリングポストによる

空間放射線量率調査はアロカ MAR-22，定時降水中の

全ベータ放射能測定調査はアロカ JDC-3201B（ベータ

線自動測定装置），ゲルマニウム半導体検出器によるガ

ンマ線放出核種分析調査はキャンベラジャパン

GC-3018 及び GC-3020 をそれぞれ用いた。 

 

調 査 結 果 

 宇土市における定時降水中の全ベータ放射能調査の

結果を表 1 に示した。測定した 102 検体中 3 検体から

検出されたが，その値は過去の値と同程度であった。 

県内 6 地点で測定したモニタリングポストによる空

間放射線量率調査の結果を表 2 に示した。各地点の線

量率は過去の値と同程度であった。宇土市の線量率は

他 5 地点と比べやや低いが，これは検出器の高さが地

上 14.5m であるのに対し，福島原発事故後に配備した

他 5 地点の検出器の高さは地上 1m でることから，土

壌・地質等に由来する放射線量の影響を反映している

ものと考えられる。 

宇土市モニタリングポスト（14.5m）との比較とし

て，毎月 1 回行った地上 1m のサーベイメータによる

空間放射線量率は 35～50nGy/h であった。この線量率

は，宇土市モニタリングポスト（14.5m）の年間平均

値 28nGy/h よりやや高いが，その他 5 地点モニタリン

グポストの年間平均値 34～52nGy/h と同程度であった。 

さらに，九州各県（熊本県と沖縄県を除く）のモニ

タリングポスト年間平均値 2) が 34～52nGy/hであった

ことから，本県の空間放射線量率のレベルは九州各県

と同程度であった。 

ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線放出核

種分析調査結果を表 3，4 に示した。人工放射性核種で

ある 137Cs は土壌及び荒茶から検出され，荒茶は福島

原発事故前の検出値の範囲内の値であった。宇土市の

土壌調査は今回初めてであり，平成 28 年 4 月発生し

た熊本地震の影響から，調査地点を阿蘇郡西原村から

宇土市に変更した。 

なお，福島原発事故の影響と推定される  134Cs 及び
131I について，平成 23 度は検出されたが

3)，平成 24

年度以降検出されていない 4)。 

参考として平成元年～27 年度まで実施した西原村

の土壌（草地）調査結果を表 3，4 に記載した。福島原

発事故前の影響は見られなかったが，表層部（0～5cm 

Bq/kg 乾土）は，原発事故以前の平成 22 年度土壌（草

地）の全国データ 2) 最低値 0.33 Bq/kg 乾土，最高値 66 

Bq/kg 乾土，平均値 10 Bq/kg 乾土と比較すると高濃度で

ある。これはプルトニウムの同位体比調査から長崎に

投下された原子爆弾由来と考えられ 5)，137Cs の半減期

は約 30 年であるため減少しながらも高い濃度レベル

が検出されている。 

なお，自然放射性核種の代表核種である 40K はほぼ

全ての環境試料から検出され，環境中に広く存在して

いる。 

北朝鮮の地下核実験に伴うモニタリング強化の緊急

調査を平成 28 年度 9 月 9 日～9 月 15 日に行った。大

気浮遊じん及び降下物についてゲルマニウム半導体検

出器によるガンマ線放出核種分析を行ったが，人工放

射線核種は検出されなかった。この強化期間の全ベー

タ放射能測定は中止した。 

 

ま と め 

 平成 28 年度の熊本県における環境放射能水準調査

の全ベータ放射能調査，空間放射線量率及びガンマ線

放出核種分析調査の結果に異常は認められなかった。 
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表 1 定時降水中の全ベータ放射能調査結果 
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採取年月 降水量 測定数 最低値 最高値 月間降下量

（ mm ） （ 回 ） （ Bq/L ） （ Bq/L ） （ MBq/km2 ）

平成28年  4月 190.4 11 ND ND ND

5月 268.8 8 ND ND ND

6月 664.9 15 ND ND ND

7月 371.3 7 ND ND ND

8月 77.0 4 ND 1.6 4.4

9月 323.7 9 ND ND ND

10月 228.5 11 ND ND ND

11月 90.2 9 ND ND ND

12月 104.3 7 ND ND ND

平成29年  1月 45.3 4 ND 2.3 15

2月 78.7 6 ND ND ND

3月 83.1 11 ND ND ND

年間値 2526.2 102 ND 2.3 19

過去の年間値 ND 7.4 ND～42

※北朝鮮地下核実験に伴うモニタリング強化期間は測定を中止

※過去の年間値：平成元年度～平成27年度の年間値を集計。

※庁舎移転に伴い平成7年3月から熊本市から宇土市へ調査地点を変更。

全ベータ放射能

（調査地点：宇土市）

ND：不検出（測定値が計数誤差の3倍未満）
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